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1．は じめ に

　感性 工 学 とは、「人間 と 人工 環境 の 調和を め ざ して 、人

間 の 「感覚か ら心 理」 まで の 反 応 （羂感性）を、情報工 学 ・

人 間工 学 ・認 知科学 ・心 理 学 ・デザイ ン 学な どの 諸領 域に

わ た っ て 学際的 に研究す る と と もに、人にや さ しい 材料
・

製品、安心で きる生活空間の 開発等を支援する もの 。 感性

の 計測 と定量化の 開発、感性 と生理 的指標の 対応、マ ン マ

シ ン イ ン ター
フ ェ イ ス の 認 知工 学的解析 等 を含 む 」 と定 義

さ れ て い る ［注 1］。こ の よ う な新 しい 学 問 体 系 が 標 榜 さ

れ た 背景 に は、混沌 と して きて い る現 在 の モ ノづ く りの あ

り方を、い か に して 打開 して い くべ きか とい う問い か けに

対す る回 答を探究 しよ うとする とこ ろ に あ る。産業革命以

降 の近代科学技術は、さ ま ざま な モ ノを 大量に 作 り 出 し、

人 類 に豊 か さ を 提供 して きた が、結果 と して画一的な 工 業

製品を 作 り出 し、個 々人 の 生 活を没個 性 化させ、創造 性 を

も喪失 させ か ね な い 状況を 招い て い る。そ こ で、こ う した

混沌 と した状況か ら脱 出す る 試み と して 、 新 しい 科学 技術

と工 学の 創出とい う視点 に 立脚 して 「感性工 学」 とい う学

問 分野を 構築すべ く、感性工 学専門委員会 ［注 2］を母体

と して、1998 （平 成 10）年 10 月 に 日本感性工 学会が設立

され た。学会 と して の 当 面 の課 題 は、感 性 の 計 測 と定 量化

に 関 す る 手法 の 開発、揺 らぎ ・
フ ァ ジ ィ

・
フ ラ ク タル ・複

雑系 とい うような新 しい 解析法の 導入、情報工 学
・
人間工

学 ・認知科学 ・心理学 ・デザイン 学 ・イン タフ ェ
ー

ス など

の諸領域に わ た っ て学際的に 研 究 し、さ らに こ うした成果

の 事 業化 可能性 に関 す る調 査な ど、既 存の 工 学 や境界 領域

で 取 り上 げ に くい テーマ に つ い て、積 極 的 に 対 応 しよ うと

す る もの である ［注 3］。

　一方、日本デザ イ ン学 会 は 1953（昭 和 28）年 7 月 に 設

立され、昨年 50 周年を 迎え て い る ［注 4ユ。 こ の 閭、デザ

イ ン に 対する考 え方も大きな変貌を遂げ、形や 色を取 り扱

う形状創造行為か ら、現 在で は ［モ ノ
ー

ヒ ト
ー
環境］系を

対 象 と して 、人 間 生 活 や 生 活文 化 を 形 成 ・継承 ・創新 して

い く価 値の 創 造行 為 で あ る と認 識 され て い る。

　感性工 学 とデザ イ ン は、扱 う館 象 が極 め て 近 しい 関係 に

あ る こ とか ら、両者を 横断的 に 融合す る こ とを 目的 と して、

「知 と感性 と産業力の 融合」 をメイ ン テー
マ に掲げ、日 本

学術会議 と共催 して 昨年 10 月に 国際会議 を開催 して い る

［注 5］。

　 こ こ で 、感 性 工 学 とデ ザ イ ン の 領域 を基 盤 と して人 工 物

設計 の あ り方を検討 して み る 。 人工 物設計 とい うモ ノ づ く

りは、高機能
・高性 能化 に象徴 され る よ うに、主 と してモ

ノ の ハ
ー

ド的側面 に 重点を置 きな が ら飛躍的な 発展
・
展開

を遂げて きた。その 結果、現 在で は身 の 回 りに 様々 なモ ノ

が 溢 れ、量 的 充 足 感 とい っ たを 閉 塞 的 状況 を も招き つ つ あ

る。こ の こ とは、ハ
ード的 側 面の み で は真 の 意味 で の モ ノ

づ くりに対応す る こ とが不可能で、そ こ に は、ヒ トの メン

タル 的な側面 で あ る ソ フ ト的 内容を 盛 り込 み、こ れ ら両 者

を 有機 的 に融 合 して設計に反 映 させ て い く必 要 が あ る こ と

を 示唆 して い る 。

　そ こ で 、本稿に お い て は、設計方法 の 質的転換を 図 る た

め の
一

方策 と して ソ フ ト的な内容を設計に 反 映すべ く、「愛

着」 とい う現 象に 着 目 し、こ れ を 構造化 し た 内容を報告 す

る。

2．設計方法論の 転換

　 21 世紀を迎 え た 今 日、物質的な豊 か さを追究 し続 け て

きた 従 来 か らの モ ノづ く りの あ り方に 大きな 疑問 が 投げか

け られ て い る 。 本来人間の ため に ある べ き科学技術 とい う

もの が 厂作る 側の 視点、生産者の 視点」 で もっ て 人聞社会

に適用 され、コ ス ト優先に象徴さ れ る経済性に 偏っ た 適用

が な され て きた結 果、環境破壊 や資源 保 全聞 題、人間 疎外

感の 生 起等 々、科学 技術に 対 す る 不 信感 や 不 安 感 が醸 成 さ

れ て い る 。 こ の こ と は、［モ ノ 中 心 ・経済 優先ユ に特化 し

すぎ た 結果 と し て の 副 作用 が 顕在化 して きた も の と して 認

識す る こ とが で き る。こ の よ うな 状況を打開 するた めに は、

産業の 視点か ら生活を み るの で はな く、生活の視点か ら産

業 を捉 え る こ とが肝 要 で、［モ ノ中心 ・経済優 先］ とい う

従来 の 考え 方を ［心 中 心
・生 活優先］へ と転 換 させ る、い

わゆ る 「生活技術力」 の 確立 が急務で あ る ［注 6］。

　大 量生産→ 大量消費 → 大量廃棄を 前 提 と した産業経済構

造 におい て 、無意味 と も思わ れ る競争や 差別化に特 化 した

デザイ ン が 横行 し、モ ノ や デザ イ ン を 簡単 に捨て去 る よ う

な消費経済が確立され て し まっ た。 しかしながら、一
方で

は こ の よ うな構造体制に 疑問 を抱 き、モ ノ の 本質を見極め

た、質 が 高 くて 長持 ちす る商 品 を 希求 す る動 きが 顕 在 化 し、

生 活 者 の 意識 改 革 も着々 と進 行 しつ つ あ る。そ して、こ の

よ うな状況を背景 と して 、限界を 露呈 し始 め て い る従 来 の

設計方法論に 対 し て 、「対環境問題対策、消費型社 会か ら

循環型社会へ 、sustainable 　development、持続的発展」 と

い っ た キ
ー

ワ
ー

ドの もと、「使う行為か ら使い こ なす行為」

へ とい っ た、方法論の 転 換が模索され 始 め て い る。

　 こ こ で 、「使い こ な す 行為」 を 実 現す る ため に は、従 来

か らの 大量生産 ・大量消費 ・大量廃棄 とい う一
方向型の モ

ノづ く りや 環境 負荷 低 減 策 （省エ ネ ル ギー・省資源 ・環境

保全〉だ けで は不十分で 、

目本機威学会 脳04・97〕設計工 学シ ン ポ ジ ウム 「関係性 のデ ザイ ン ：つ く るこ とか ら育て る こ とへ 」 講演論文集 〔04．12，14，15，東 京〕
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・リサ イ ク ル ：

再資源化、部 品 の リユ ー
ス

・カ ス タマ イ ズ ：

操作環境の 最適化、材質感の 変化、

機 能 ・シ ス テ ム の 最適化、形態の 最適化、

オ プシ ョ ン 設定、部 品 部材の 追加変更

・メ ン テ ナ ン ス ：

故障修理、消耗品の 取 り替 え、バ ージ ョ ン ア ッ プ、

機能 ・シ ス テ ム 拡張

・リユ
ース ：

中古市場、セ カ ン ドユ
ー

ス 、

　リフ ァ ビ ッ シ ュ （メン テナ ンス 後の リユ
ー

ス ）

等 々 を 基 盤 と し た 長 く 使 う こ と が で き る 設 計 （eco −

technology ） と、長 く使 い た くな る と い う人 間の 意識 （eco −

mind ）に 働きか け る方 策 を 同時に 実現す る （図 1） こ と が

必要不可欠で あ る と され て い る ［注 7］。こ の こ とは 、フ ィ

ジ カル な側面が強調さ れ が ち なハ ードと して の設 計 方法論

に、ソ フ ト的な内容 で ある コ ト （仕 組み や シ ス テ ム な ど）

を取 り込 み、両 者を融合させ て 新た な価値を 構築 して い く

こ とを意 味 して い る。

　人 間の 意 識 とい う メ ン タル な 側面が反 映されない 隈り、

新 た な 価値を 創 出 して い く こ と は不 可 能で ある。そ こ で 、

メ ン タ ル な 側面に お い て 最 も重 要 な ウエ イ トを 占め る 「愛

着」 と い う現 象 に 着 目し、こ れ を創 出 す る た め の 方策 を検

討 した。しか しなが ら、愛着 とい う感性要因は き わ め て 主

観的 で定 性 的 な様相を 呈 して お り、こ れ を設計に 反映させ

る た め に は、困難 な問 題 が 山 積 して い る。そ こ で、こ の よ

うな 状況を 打開す る ため の 第
一段 階 と して、人 工 物設計 の

観 点 か ら、愛着 とい うもの の 構造解明を試み た ［注 8］。

3．愛着の構造化

　愛着 とい う感性要因を人工 物設計 に 反映させ る た め に

は、愛着 その もの の 内容を 定量的に 評価 ・整理 して 構造化

し、そ の 構 造に 潜む 様 々な 要素を設計指針 と して 導出する

こ とが必 要 とな る。

3．1．愛着とは

　モ ノ に対す る愛着 は、自己の 形成に お い て 精 神 的 な 欲求

を 満 た す た め の 感情的な行動 で あり、モ ノを 媒体 と して

様 々 な手 段 に よ っ て欲求が満た され、自己 の 実現が確認 で

き た 瞬間に 愛着を感 じる こ とが で きる。こ の こ とは、モ ノ

つ くる
　　　　　　ぐ
　　　　　　　　　 つ か う
　　　　　　

’t”’

圜

　　　　　　　　　 すて る
　　　　　　 争

〆

鬮

エ コテ ク ノ ロ ジーへ 知 識 の 向 上 　 　飽 きの こ な いデ ザイ ン

積み 上げるデザイ ン ｛経験エ 学 ）
　 　 　 セ ミォ ーダーシス i ム

　 　 　 　 　 　 　自主規制

オリ ジナ リテ ィの創 造
シ ステ ム デザ イン

ら しさ の継承

ステ イ タ ス

価傴観

／／

　　　つ くる

タ著

圜

　　　も どす 　　　軈 ◎論縢◎1◎gy
　　　　　　　　　　　　幾 《縫 える

・ecy ・le−lin・ ぐへ貸

　　　　　　　
＼

、　　　　　　　　　　 s、tt
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

なおす

丶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼

　　　つ か ・ 　灘 縱 　謝
　　　．　　　　　畏 《縷い 艶 《獄る

盈 ＼
al猟 　 ノ

／
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨 ノ

　　ア フ ，
．

，，
一

ビス 犠
　 　 機能拡張／最適イ匕　　　　　　　　　　　　　　なお す
カス タ マ イズ 　メ ンテ ナ ン ス

　 　 リ フ ァ ビッ シ ュ

図 1 ：エ コ ・コ ン シ ャ ス を喚起するモ ノつ くリ　リニ ア型か らサーキ ュ レーシ ョ ン型 モ ノ づ く りへ の 転換 ［注 7〕
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に対 して どの よ うな プロ セ スを 経 て愛着 が湧 くの か とい う

一
通の 関係を明 らか に し て、モ ノ に 必要 と さ れ る要素 と愛

着発 生 との 因 果 関 係を明 らか に す る こ と が必要 で ある こ と

を 示 して い る。

3．2，愛着を コ ン セ プ トと した製 品 事例

　デ ザ イ ン とい う領域 にお い て 愛着に着 目 した検 討 事 例 と

して、日立製作所が 製品化 した電子マ ネー
製品 ：MONDEX

シ リ
ー

ズが 挙げられる。こ の 製品は、電子マ ネー
取引の 時

代 に 先駆 け て、個 人 が 日常 携帯 し、常に 手足 の よ うに 使 い

こ な す こ とを 目指 して 開発 され た 情報機器 である。電子 マ

ネー
技術の 登場は、目に 見え る現金が 目 に見 えな い お金 に

なる とい う、ユ ー
ザ
ー

に とっ て は不思議 で 心配な 世界 であ

る。そ こ で、そ の不 安を取 り除く目的で 「信頼感 ・優 しさ・

親 しみ や す さ」 等を キー
ワ
ードと し、愛着 の わ く要 素を取

り入 れ た デザイ ン コ ン セ プ トの も と 開 発 が行わ れ た。コ ン

セ プ ト立案に 際 して は 、

　 ・FUNCTION ：

　　使い 勝手 や 習 慣、馴 染 む とい っ た 「モ ノ と ヒ トとの 機

　　 能的な関わ り合 い 」

　 ・LANGUAGE ：

　　色や 形、素材感、そ の モ ノ が持っ 意 味 を含 め た美 ・魅 力・

　　 存 在感 とい っ た 「モ ノ が ヒ トに 語 りかけ る 形象的な 関

　　 わ り合 い 」

　 ・EVENT ；

　　モ ノを通 して起 こ っ た出来事や新 しい 生き方、想い 出

　　 な どの 「モ ノ と ヒ トの 心 情的な関わり合い 」

を愛着 の 構成要素 と して 検討 が な れ て い る。こ れ らの な

か で 最 も着 目 され た の は LANGUAGE で あ る 。 モ ノの 良 さ

を直 感 的 に 感 じ取 る こ と が で き る 形象 的 な 要素 は、他 の 要

素 に は ない ス ピーディ で強 力な影響力を有 して お り、機能

的な要素や 心情 的な 要 素 を 連鎖的 に想像させ る こ とが可能

で、愛着の 発生 を誘 引す る と分析 して い る。そ して、形 は

愛着 の 扉を 開 け る 第
一

の 鍵で あ り、愛着の 様 々 な要 素 に共

鳴を 引 き起こ す 音源で ある と結 論づ け て い る。

　一方、NEC で は環 境プ ロ ジ ェ ク トの
一
環 と して エ コ 製 品

コ ン セ プ トを 立 案 し、以 下 に 示 す五 つ の コ ン セ プ トの も と

「成長する コ ン ピュ
ータ ：Eco−PC」 を試作 して い る ［注 9］。

　 ・必要 とさ れ る製品 ：ス タッ ク構造

　 ・長 く使え る製品 ：部品 の 標準化

　 ・長 く使い た い 製 品 ：易解 体構 造

　 ・繰 り返 し使 え る 製品 1 良 い デザ イ ン

　 ・無駄の な い 製品 ： 素材の 選択

これ らの うち 「長 く使い た い 製品」 の なか で、愛着の もて

る製 品作 りの必 要 性を 指摘 してい る 。 そ こ では 「愛着 とは

製 品に 対 す る思 い 入 れ で あ り、自分だ け の モ ノ と思う感情

で あ る。各 自が 求す る 性 能 や機能を 容易 に受 け入 れ る こ と

が で き 、かっ 使い 込 む こ とで 紙 たな 価 値 を生 み 出 す 製品 作

りを め ざす必 要 があ る 」 と さ れ て い る 。 また、新 たな 価 値

を 見い だす ため に必 要な 要素 と して、素材 の重要性を指摘

してい る。 具 体的に は、常に 人の 手が 触れる コ ン ピ ュ
ータ

のキートッ プ部に ア ル ミ材を使用 し、見た目の 色や手触り

が変 化す る効果 をね らっ て い る。

3．3．愛着に 対す る 志 向態 度の 違 い

　 こ の よ うな先行事例を 検討す る と、愛着 とい う感 性 要 因

に は様 々 な要素が複雑 に 関 連 して い る こ とが 理解で き る 。

しか しな が ら、そ れ らの 要素がどの よ うに 関連 し合 っ て 因

果 関 係 を構 成 してい る か は把 握す る こ とがで きない。また、

愛着 と い う現 象 は、当 然 の こ とな が ら生活体験や ライ フス

タイル 、購 買 行動 を 行 う際 の 価 値観 や 嗜好 とい っ た ヒ トの

サ イ コ グラ フ ィ ッ クな 属性に よ っ て 大き く異な る はず で あ

る。そ こ で、愛着の 構造化に 先立 っ て 、ヒ トに よ っ て 愛着

に対す る志 向態 度が どの よ うに異 な るの か を 明 ら かに した

［注 10］。 そ の 結果、

　 ・感情志向 ：

　　モ ノに感 情移 入 しや す い 、一
つ の 物事に 固執する 、

　 　 モ ノが なか な か捨 て られ ない 、

　　想い 出を 大切に す る

　 ・流行志向 ：

　　流行を常 に 追い 求め る、

　　新 しい モ ノが出るとすぐに 手に 入れ る

　 ・消費志向 ：

　　消費は美 徳 で あ る、モ ノ を大 事 に しな い 、

　　衝動買い を す る

に 対 す る 回答 状況か ら、4種類の タイ プ が 存在す る こ とが

判明 した。 以下 に各タイ プの特色を示 す。
・タイプ 1 ［注 11］：

　感情 志 向が 強い 反 面、流行志向や 消費志向が低 い タイ プ

　で、新 しい モ ノ に対 す る 関 心 よ りは 日 常使 うモ ノ の 価 値

　を重視 し、長 く使い 続 け る こ とに よっ て モ ノ に 感情移入

　して い く。 モ ノ に対 して 思 い 入 れ が 強い タイ プで あ る と

　い え る 。

・タイ プ且 ［注 12 ］：

　感情志向 ・流行志向 ・消費志向 が共 に 低 い 反 面、日常

　に お け る想 い 出 や 現 在持 っ て い る モ ノ は 大切に す る 。 ま

　 た、日常 使 うモ ノよ りは趣 味性の 高い モ ノ に 価値を見 い

　出し、使用頻度や 接触頻度 が高い モ ノに 対 す る想 い 出 や

　思 い 入 れ を通 して 愛着がわくこ とを認識 し、想い 出を 大

　切に す る タイ プと もい え る。しか しなが ら、モ ノ の 機能

　が相対的に 低下 し た り古 くな っ た りす る と、す ぐに 捨て

　去 る とい う傾向を 有す る 。

・タイ プN ［注 13］：

　 感 情 志 向 ・流行 志向 ・消費志向が 共 に 高 い タイ プ で、モ

　 ノ に対 す る意識が高 く、その なか で も特に 流行や 新 しい

　モ ノ に対す る関心 が 高い 。また、現在所有 して い る モ ノ

　に対 して も感情 的 な意識 が 高い 。新 しい 物事に 関心の 高

　い タイ プとい え る 。

・タイ プIV ［注 14］：

　 きわ め て 強い 消費志 向 を有す る 反 面、感情志向が 低い。
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　モ ノを捨て 去 る こ とに 対して 抵抗感が 少なく、モ ノ や 想

　い 出を大切に す る意識 も低い た め、常に 新 しい こ とに興

　味 を示 す。買 い 物 好 き な タイ プ ともい え る。

3．4．志 向 態度 別に み た 愛着 の因 果 モ デル

　愛着 とい う感性要因を設計要素 と して 組み 込 む た め に

は、愛着を構成する感性要素間の 関係や、愛着感 が どの よ

うに して 誘発され るの か を明らかに してお く必要がある 。

　 そこ で、因子 分析結果 ［注 10］を も とに共分散構造分

析 ［注 15］を行い 、愛着 と い う現 象の 構造解明 を 試 み た。

図 2に構 築 した 因 果 モデ ル を 示 す。こ の 因 果 モ デ ル は、上

下 方 向を 仮 想的時 間軸 と して 、図の 上方に 愛着発生 の 要因

となる感性要素

　　［形象 的 要 素］［機 能的 要素 ］ ［記 号的要素〕

　　［関係構築］［面影
・
記念］

を、下方に は こ れ らの 感性要 素か ら派生す る愛 着感

　　［温 も り感ユ［存在感］［長期 使用 ］ ［親 近 感］

を配置 し、その 因 果関 係を 矢印 で 示 した も の であ る （相 関

関 係は 両 矢 印）。な お、図 中の 数 値は 因 果 係 数 、 相 関係 数

を 表 して い る。

　
一方、図 3 に は 前述 した志向態度が異なる 4 タイプの 因

果モ デルを 簡略化 して 示す。各 タイプの 特徴を要約す る と

以 下 の よ うに な る 。

・タイ プ 1 ：因果関 係の 大き な パ ス は

　　　［形象的要素 → 長期使用 （O．62）］と

　　　［記号的要素 → 存在感 （0．61｝］

　で あ る。そ して 愛着発生の原 因 とな る ［形象的要素］に

　は ［形 0．81 ／ 色 O．63 ／素材 0．60］、［記号 的要 素］に は ［本

　物感が あ る 0，72 ／ブ ラ ン ドイ メ ージ 0．70 ／ 満 足感 が あ

　る 0，65］が関 与 して い る。

　
一方、結 果 と し て 発生す る 愛着感で あ る ［長期 使 用］に

　は［飽きがこ ない O．75 ／ これ か らも大切に した い 0．70］、

　［存在感］に は ［い つ も眺 め てい た い 0．85／常に 意識の

　なかに あ る 0．72］が 関与 して い る 。

　ま た、こ れ ら ［形象的要素ユ と 〔記号的要素ユは 共 に ［機

　能 的 要素］と相関関係に あ り、この ［機能的要素 ］には ［使

　い や すい 0．84 ／機能・使 い 勝手 0．71 ／ 手に馴染む O，63］

が 関 与 して い る 。

　こ れ らの 関係を要約する と、モ ノを大切 に した り飽 きが

　こ な い とい う感情の 発生 は、モ ノ の 外観 や 機能 ・使い 勝

手に 大き く依 存 して い る と結論づ け る こ と が で き る。ま

た、モ ノに本 物 感や ブ ラ ン ドイ メ ージが 備わ る こ とに よ

　り、常 に意識 の な か に モ ノ が 存在 し、い つ で も眺 め て い

た い とい う気持ちを起 こ させ る。

　愍情志向が強 く、流行志向や 消費志向が低い こ と と合 わ

せ て 考 え る と、モ ノ に 対する 強い 感情移入 は、モ ノ の外

観や 機能 ・使い 勝手、本物感 に よ っ て 大 切に した い と 感

　じ、常 に意識しな が ら眺 め て い た くな る と い う感情 を表

出 す る。 ［記号的要素］に お け る ［値段 の 高さ ］の寄与

が小さい （0．35）こ と と 低 消費傾向 に ある こ とを考え る

　 と、モ ノに対す る価値は価格 で は なく、モ ノが有す る 本

　質的な 内容に あ る と判断 して い る タイ プで あ る。
・タイ プ fi ：比較 的大 き な因 果 関係 は

　　　〔関係 構築 → 存 在感 （0．53）］ と

　　　［記号的要素 → 温もり感 〔0．50）］

　 で ある 。 そ して愛着発生の原 因 とな る ［関 係構築］ に は

　 ［新た な発 見や 経験 が で き た O．86／ 新 たな 人 間 関係 が で

　き た 0．74 ／ 想い 出 が で きた 0．62］、［記 号的 要素］ に は

　［欲 しか っ た品 物 0．66 ／ 値段の 高さ 0、64 ／ブ ラ ン ドイ

　 メージ O．52］が 関与 して い る 。

一
方、結果 と して 発生す

　 る 愛着感で ある ［存在感］に は ［常 に 意識 の なか に あ る

　0．98 ／ そ ばに い な い と不安を 感 じる 0．66 ／い つ も眺め

　 て い た い 0．63］、［温 も り感］ には ［親 しみ やすい 0．81

　／
一

体感を感じる 0，79／温 も りを 感 じる 0．77 ／心 地 よ

　 い O．75 ／ 愛 お しさ を感 じる 0．75 ／ 安心感 があ る 0．61］

　 が 関与 して い る。

　 また、こ の ［記号的要素］は ［形象的要素］ と相関 関 係

　を有 して い る 。

　感情志向 ・流行志向 ・消費志向が共 に低い こ とを 考え る

　 と、本当に 欲 しい モ ノ は価格が 高 くて も購 入 し、モ ノ と

　の
一

体感を 感 じな が ら、長 く使い 続 け る こ とに よ っ て 新

　 たな 価 値 を 見 い だ し、そ れ を 絶 え ず 意識 して い る タイ プ

　 とい え る 。

・タイプ皿 ：因 果関係 の大 きなパ ス は

　　　［形象的要素 → 長期使用 〔0．77）］と

　　　［関係構築 → 存在感 （0，68）］、そ して

　　　［関 係構 築 → 親近 感 （0，55）〕

　 で あ る。そ して 愛 着発 生 の 原 因とな る ［形象的要素］に

　は ［形 0．84 ／ 色 0．79 ／素材 0．66］、［関係構築］に は ［新

　た な 発見や 経験が で きた 0．84 ／想い 出がで き た 0．80 ／

　新た な人悶関係が で きた 0，65］が関与 してい る。

　
一

方、結果 と して 発生する愛着感で あ る ［長期 使 用 ］に

　は ［飽きがこ ない 0．74ユ、［存在感］ に は ［常 に意 識 の な

　 か にあ る 0．95 ／ そ ば に い な い と不 安 を 感 じる O．70 ／ い

　つ も眺 め て い た い 0，64］、［親近感］に は ［子供や 相棒の

　ように 感じる 0．97］が大き く関 与 してい る。

　感情志向 ・流行志向 ・
消費志向が 共に 高い こ とを合わ せ

　て 考 え る と、流行 に 対 して 非常 に 敏感で、モ ノの ［形 ］

　や ［色］とい っ た新 しさが 明快 に伝 わ りや す い 要因に よ っ

て モ ノを購 入 し、そ れ を 所有す る こ とに よ っ て 高い 満足

感 を得 て い る 。 また、そ れま で 使 っ て い た モ ノ も手元 に

　置 い てあ る と考 え られ る 。

。タ イ プW ：最 も因果関係の 大 きなパ ス は

　　　［関係構築 → 存在感 （0．76｝］で

　　　［機能的要素 → 温 も り感 （O．52）］ と

　　　［関 係構築 → 親近感 （0．50）］

　が関 与 して い る 。 そ して 愛着発 生 の 原因 とな る ［関係構

築］ に は ［新たな人間関係が で きた 0．88 ／新 た な 発 見

や 経験がで きた O．83 ／ 想 い 出 が で き た 0，65］、［機能的
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図 3 ：志向態壌別に み た 愛着の 囲票 モ デル （簡鰹判）

要素］ に は ［使い や す い O．87 ／手 に 馴染む 0．79］が 関

　係 してい る。

　一
方、結果 と して発 生 す る愛着感 で あ る ［存在感］に は ［常

　に意識の なか に ある O．97 ／い つ も眺め て い たい 0、69］、

　［温 も り感］に は ［温 もりを感 じる 0．91 ／心地よい 0．86

　／ 愛お しさ を感 じる 0，76 ／親 しみ や すい 0．75ユ、［親近

　感 ］に は ［子供 や相 棒の よ うに 感 じる 0．97］が大 き く関

　与 して い る。

　 また、［長期使 用 ］に 影響 を 及 ぼす 項 目は存 在 してお らす、

　モ ノ を大切に した い、捨て られな い とい っ た感 情的な 想

．い が 非常に 低い こ とが理解で きる 。

　モ ノに 対 して抱く愛着 は、モ ノ そ れ 自体 に 備わ る 構成要

素 で は な く、モ ノを 媒介 と し得 られ る新 た な発見や 入 間

　関係の 構築 に よ っ て 得 て い る 。 きわ め て 強い 消費志向に

　ある こ と と機能的要素の 内容を勘案す る と、多機能や 価

格価値 とい う よ りは 使 い やす さや 手 に馴染 む こ とを 重 視

　して お り、こ の こ とが 結果 と して、温 も りや心地 よ さに

　つ なが り、モ ノをパー
トナー

と して 認識す る 。 こ の パー

　 トナ
ー

シ ッ プは モ ノを使い 続 け る こ とに よっ て得 られる

新 しい 発見 や 人 間 関 係の 構築 な どを 通 して も体得 し、こ

　の こ とが モ ノ の 存 在 を大 き く印 象 づ け て い る。

3．5．愛着を 窶現す る た勧 の人 工 黜設計緇針

　以上 の 内容を総括す る と、モ ノに愛着感を 誘発 させ るた

め に は、何か の 記念や他人の 面影 とい っ た付帯的な 要因を

別に す る と、
・モ ノ そ れ 自体に 1本物感を 満 たす 高価 な ブ ラ ン ドイ メー

　ジ 1が 備わ っ て い る こ とが必要 で 、
・［飽 きが こ な い で 大切に 使 い 続 け た い 1と感 じさ せ る ［手

　に 馴染 む使い 勝手の よ い 機能 】や ［新た な発 見 や 仕 組み 1
　が 組み 込まれ て お り、
・使 い 込 む こ とに よ っ て 1温 も り ／愛お し さ ／親 しみ や す

　さ ／心 地 よ さ ／
一

体感 ／安心感 1を 感 じ させ、絶 え ず そ

　ば に 置 い て お き た い と思 わ せ る よ うな 完成度の 高い 【形

　や 色 1、 材質 感を 活 か した 【素材、テ クス チ ャ
ーiが

求め られ て い る こ とが 理解 で き る。

　モ ノ と ヒ ト との 関係性をイ ン タ フ ェ
ー

ス の 観 点 か ら整

理 す る と、「身体」 に 馴染む ハ
ー

ド・イン タフ ェ
ー

ス （生

理的 レベ ル）、「頭」 に馴染 む ソ フ ト・イ ン タ フ ェ
ー

ス （心

理 レベ ル ）、「心 」 に 馴染む ハ ー ト ・イ ン タフ ェ
ー

ス （認知

的 レベ ル ） とい う 3つ の 階層 に分 類す る こ とがで きる ［注

17］。 こ れ ら イ ン タ フ ェ
ー

ス を 基 盤 に 据 え て 前 述 した 結 果

を翻訳す る と、
・流行に 左右 さ れ る こ とな く、モ ノ が 有 す る 本質的な価値

　を 追究す る ［ハ
ード ・イ ン タ フ ェ

ー
ス の 充 実］、

・長く使い 続け る こ とに よ っ て 新 たな 発 見が で き た り、使

い や す さや 手 に馴 染 む 機能を実現 す る こ と に よ り、モ ノ
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の 存在 感 を持 続 さ せ る ［ソ フ ト・イ ン タ フ ェ
ー

ス の 充 実 ］、
・新 しさ を持続 させ る 要素を 盛 り込 ん で 新鮮な刺激を 常に

与 え続 け、所有す る こ との 喜 び や 満足 感を 持続 さ せ る

　［ハ ート・イ ン タ フ ェ
ー

ス の 充実 ］

等 が必 要 とな る 。

4 ，人 工 物設計の 質的転換に 向け て

　 愛 着 の 発 生 に お い てモ ノに 要 求 され る項 目は、モ ノに 対

す る志 向態度の 違 い に よ り ［形 象 的 要素 ］［機能的要素ユ［記

号 的 要素 ］ と ［関 係 構築 ］に 大 別す る こ とが で き る 。 ［関

係構築 ］はモ ノそ れ 自体に 備わ るハ
ード的要素 で は な い が、

［記号的要素］との 相関が 高く、潜在的な影響を与え て い る。

ま た 、社会構 造全 体を 視 野 に 入 れ、ヒ トとモ ノの 間 に モ ノ

づ くりに 対 す る サ ポート環境 を整 え る こ とで、ヒ トとモ ノ

との よ り深い イ ン タ ラ ク シ ョ ン が実現で きる 。

　モ ノが 有する感性要因 は、ヒ トがモ ノか ら何かを 感 じ取

る こ とに よっ て 発生す る。モ ノ の何 を み て、あ るい は 触 れ

て 愛 着感 の 発生 に 結 びつ くか は、モ ノに対す る 志 向態度や

モ ノ と の 対峙の 仕方 に よ っ て 異な る が、ヒ ト とモ ノ と の 関

係性 に お け る 「感性」 を 客観的に 認 識す る た め に は 、ヒ ト

の 価値 観 や 行動 様 式 を 理 解 す る こ とか ら始ま り、モ ノが ヒ

トに対 して どの よ うな 位 置 づ け に な っ て い るか を 理解 す る

こ とが必要で ある 。

　モ ノ に 対 して 愛着を 抱く行為 は、モ ノ と対峙 して い る 時

間 や 行為が 自己 の 形成に 大き く影響 し、自己 の 認 識 に つ な

が っ てい る。それ は ヒ トに よ っ て は ナ ル シス テ ィ ッ ク で も

ありフ ェ テ ィ シ ズ ム 的行為で もあ るが、モ ノの 存在 が ヒ ト

の 満足 感を高め、他の モ ノ と大別 して ある特定の モ ノ との

聞 に 高い 次元 での パートナーシ ッ プが形成 され、自己 の存

在 を 認識す る 瞬間、つ ま りモ ノ に 自分 を見 い だ した と感 じ

る 瞬間が 「モ ノ に 対す る 愛着」 で ある と い え る 。

5 ，お わ りに

　生活者 の モ ノ離 れ が
一

段 と進行 しつ つ あ る今 日、従来 の

延 長 線 上 に お け るモ デ ル チ ェ ン ジや技 術 改 良 の み で は、感

性 を刺 激す る モ ノづ く りは 期待 で きな い。奇 を て らっ た新

し い 製品を送 り出 し
一

時的な需要の 高さで もっ て 製品 の 評

価を 行 う こ とは、本質的 な モ ノ づ く りの 観点か らす る と的

を得 てい な い
。 デ ザ イ ン に は、従来 か らの 形 状 創造 行 為 を

基盤に 据え、モ ノ、ヒ ト、環境 とい っ た 関係性 （イ ン タフ ェ
ー

ス ）に 配慮 しな が ら、ヒ トの 生活や生活文化に 貢献 して い

くこ とが 求 め られ て い る 。 換言 す れ ば、生活者 の 満 足度 を

向上 させ な が ら新た な 価 値を創 造 し て い くこ とが、真 の デ

ザ イ ン で あ る と い え る 。

　今回 は 、満足 度を 高め る た めの
一
方策 と して 、メ ン タル

的要 素で ある愛着の 重要性に 着 目 して検討を試み た 。 愛着

感 の創出 に は モ ノが有す るハ ード的な 側面 と同 時に ソ フ ト

的な 側 面 が 大きな 影響 を 及 ぼ して お り、モ ノを ヒ トの 視点

か ら トータル に 検 討す る ラ イ フ サ イ クル 的発 想 が求め られ

る ［注 18］。コ ス トや ニ
ーズ、製 品の 安全性や 生活科学技

術な ど、経済的、機能的、文化 ・社会的側面 を も考慮に 入

れ た、よ り総合 的 な 分析や 指 標 搆 築 が 必要 と な る こ とは い

うまで もな い 。
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